Ⅳ　思春期の子どもをもつ保護者を対象にしたプログラム

Ⅳ-３２
好きな人との付き合い、性への関心


対象：思春期の子どもをもつ保護者
時間：60分程度
	ねらい
	〇　思春期は発達段階で好きな人との付き合いや性への関心が高まる時期である。好きな人との付き合いや性への関心について、家庭でどう関わるのかについて考える。

	実施のポイント
（評価など）
	○　直面する性の問題を身近なものと捉え、家庭での関わり方について、考えることができる。

	事前準備
	○　あらかじめ４～５人のグループに分かれておく。
○　筆記用具　　○　ワークシート　　○　アンケート用紙（必要に応じて）
○　３つの約束
○　資料　　○　付せん紙　　○　模造紙　　○　油性マーカー　
○　時計（必要に応じて）　　○　名札（必要に応じて）　　○　机上札（必要に応じて）

	時間
	学習活動
	学習活動のねらい（◎）とポイント（・）
	準備物

	5分導 入


	・ワークの趣旨説明
・３つの約束
・アイスブレイク
（我が子自慢）
	・ねらい、流れ等について説明する。
・３つの約束を守るように周知する。
・自己紹介の際に、「思春期だけどかわいい我が子自慢」を紹介し合うことで、互いに親近感がもてるようにする。
	３つの約束

	15分展 開





	ワーク１



・ワークシートに記入し、グループで話し合う。
・全体で共有する。
	◎参加者が普段抱えている思いを共有するとともに、思春期は発達段階で好きな人との付き合いや性への関心が高まる時期であることについて共有することをねらいとする。
・好きな人との付き合いや性について、普段子どもとどんな話をしているかワークシートに記入し、グループで話し合う。
・出された意見は尊重し、批判しないこと、他言しないことを改めて確認する。
・好きな人との付き合いや性に関して、家庭で取り組んでいることやルールなどがある場合は紹介してもらう。
・話題について考えが思い浮かばない参加者がいることも想定されるが、思い浮かばなくても大丈夫であることを伝え、安心してワークに取り組むことができるようにする。
・グループで話し合った後、出た意見を２～３人に発表してもらう。
・資料１・２を紹介し、好きな人との付き合いや性に関する問題は、どの家庭にとっても身近であることを伝える。
	ワークシート

















資料１
資料２の①
資料２の②
資料２の③

	25分

	ワーク２



・エピソードを読む。
・ワークシートに記入し、グループで話し合う。
・全体で共有する。
	◎エピソードに対するアドバイスを考えることで、好きな人との付き合いや性への関心について日頃感じたり悩んだりしていることも含め、参加者同士で共有することをねらいとする。
・「思春期相談に対するアドバイスを考える」という設定であることを伝え、エピソードを読んで、相談者へどのようなアドバイスをすればよいかを考
え、付せん紙に記入する。
・付せん紙に記入したことを紹介しながら模造紙に貼り、グループで話し合う。
・自分の経験や日頃感じていることなどについても自由に意見を出してよいことを伝える。
・グループの意見を全体に発表し、共有する。
	ワークシート
付せん紙
模造紙
油性マーカー


	15分まとめ


	ふりかえり



・今後のことについて、ワークシートに記入し、グループで共有する。
・全体で共有する。
	◎学習をふりかえり、実践への意欲を高めることをねらいとする。
・今日のワークを通して、「あなたが伝えたいこと」や「伝えるために心がけたいこと」などを、ワークシートに記入し、グループで共有する。
・グループで共有した後、全体でも共有する。
・今日のワークを各家庭で、好きな人との付き合いや性について語り合うきっかけにしてほしいことを伝える。
・必要に応じて、資料３を使ってどのような行為が性暴力にあたるのかを紹介してもよい。
	ワークシート








資料３



1
